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＜結果＞対象患者の平均血清 LYVE-1濃度は 1,420 ± 304 pg/mL、平均年齢は 71.3 ± 8.2 
歳であった。単変量解析では血清 LYVE-1 濃度はリンパ節転移・遠隔転移・臨床学的
stageと負の相関を認め、リンパ節転移・遠隔転移陽性群の血清 LYVE-1濃度はリンパ
節転移・遠隔転移陰性群よりも低値であった。また、stage4 で血清 LYVE-1 濃度が最
も低値であった。多変量ロジスティック回帰分析では、血清 LYVE-1濃度低値はリンパ
節転移および遠隔転移を予測する独立した因子であった。遠隔転移の有無を判別する血
清 LYVE-1 濃度のカットオフ値は、1,553 pg/mL であった。このカットオフ値を用い
て Kaplan-Meier解析を行った所、血清 LYVE-1濃度低下群で有意に生存率が低下して
いた。また、Cox比例ハザード分析で年齢及び性別で調整しても、血清 LYVE-1低値は
有意に生存期間短縮と関連していた。 
＜結論＞血清 LYVE-1濃度は肺癌患者において、遠隔転移及び予後と有意な関連が認め
られた。血清 LYVE-1濃度の測定が、肺癌患者の進行度の評価に有用なバイオマーカー
である可能性が示された。 
 
